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（注）「グループ1の地震」～「グループ5の地震」の定義 

 ・グループ1の地震：主要98活断層帯以外の活断層で発生する地震 

 ・グループ2の地震：主要98活断層帯に発生する地震のうち固有地震以外の地震 

 ・グループ3の地震：プレート間で発生する地震のうち大地震以外の地震 

 ・グループ4の地震：沈み込むプレート内で発生する地震のうち大地震以外の地震 

 ・グループ5の地震：陸域で発生する地震のうち活断層が特定されていない場所で発生する地震 

 


